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　Ukogi　e4canthopanex　sieboldian “m ）leaves　have　been　 used 　as 　 vegetables 　in　the　Yonezawa　 area 　of

Yamagata 　Prefecture　since 　the 　Edo 　period．　The 　effects 　of 　ingesting　ukogneaves 　on 　inτestinal 　fermen−

tation　and 　fecal　excretion 　were 　investigated　in　rats 　with 　neonatally 　lnduced　streptozotocin （type 　2）dia．

betes（n −STZ 　rats ｝．　The　n−STZ　rats 　were 　divided　into　3　groups 〔c〔mtro 且，　ukogi ，　and 　dietary丘ber），　The
control 　group 　was 　given 　the　control 　diet．　the　ukogi 　group 　was 　givenadiet 　containing 　10％ ukogHeaves ，
and 　the　dietary且ber　group　was 　given　a　diet　containing 　2．5％ cetlulose 　and 　O．5％ pectin．　Normal　rats

were 　given　the　control　diet（normal ）．　The 　b［ood 　HbAic　level　of　the　ukogi 　group　was 　signi 丘cantly 　bwer

than　that　of　the　control 　group ，　The　fecal　excretion 　by　the　ukogi 　group 　was 　significantly 　higher　than
that　of　the　control　and 　dietary　fiher　groups，　The　total　short−chain　fatty　add 　level　in　the　cecum 　of　the
ukogi 　group 　was 　significantly 　higher 　than　that 　of 　the　control 　and 　dietary　fiber　groups ．　the　viable 　cen

count 〔｝f　BtYidobacte厂ium　in　the　ukogi 　group 　also 　being　sign 面cantly 　higher　than 　that　of 　the　control 　and

dietary　fiber　groups，　These 　results 　indicate　that　 ukogi 　leaves　promoted　fecal　excretion 　and 　intestinal

fermentation　ill　the　n−STZ 　rats ．　These　actions 　rnight 　have　been　induced　by　cellulose ，　pectin　and 　d正ffer−

er皇t　componcnts 　of 　the　dietary且ber　in　ukogneaves ．
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　1．緒　　言

　現在，わが 国で は 生活習慣病，特に糖尿病に罹患す

る 人が 急 増 して お り，患者数は 740万 人 ，予 備軍 を含

め る と 1，620万人 に達する とい われ て い る
1／．こ れ は

日本人成人の 6．3 人 に 1 人 とい う計算に な り，糖尿病

は 国民的 な 病気 に なろ う と して い る ．腸内環境は 宿主

の 健康や疾病に深 く関連 してお り，BtYidobacteriumな

ど の 有 用菌 の 増殖 を促進 し，Ctostridiumの よ うな腐

敗菌 の 増殖 を抑制す る こ と が疾病の 予防や 改善に有効

で ある と考え られ て い る
21 ．糖尿病 の 発症 に よ っ て も

腸内の 有用 菌 が 劣勢 に な り，腐敗菌 が 優勢 に な っ て 腸

内環境が 悪化する
3 ；

とい わ れ て お り，有用繭の投与に

よ り 1型糖尿病 モ デ ル の NOD マ ウ ス や BB ラ ッ トの

糖 尿 病 発 症 が 軽 減 した との 報告
4／

も な さ れ て い る，さ

ら に，食物繊維は腸内環境改善作用に加えて ，血糖値

上 昇抑制作用 を有する こ とが 明 ら か に され て い る ．こ

れ らの こ とか ら，腸内環境を改善す る こ と に よ り糖尿

病軽減に寄 与で きる可能性が考えられる．

　山形県米沢 地 方 で は ，江戸 時代 に 上杉 9 代藩主 上 杉

鷹山公 （上杉治憲公 ）が救荒対策と して ヒ メ ウ コ ギ

（Acanthopanar　siebotdianum ） の 植栽 を奨励 して 以来，

そ の 葉 は 「切 りあえ」「お ひ た し」な どに 野 菜 と し て
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Table　1．　 Composition　of　the　experimental 　diets（％ ）

Ingredient　　Norma 】　 Control　 Ukogi　 Dietary　 fiber

CE −2C

〔｝rn 　starch

UkogiPectinCellu

且ose

90，010

．0

90．OlO

．090

．0

10．Q

90．07

．0

0．52

，5

100．0100 、O　　 lOO．0 100．O

用い ら れ，郷土料理 とな っ て い る，また葉を乾燥 させ

て お茶 として も飲用
51

されて い る，

　先 に わ れ わ れ は ウ コ ギ 葉 を新生児期に お け る ス ト レ

プ ト ゾ ト シ ン 誘 導 2 型糖 尿 病 ラ ッ ト neonatally

streptozotocin 　diabetic　rat （n−STZ ラ ッ ト）
el

に 投与

し，ウ コ ギ 葉 の 耐糖能 お よ び 血 糖値改善効 果 を明 ら

か
「 1

に して い る．そ こ で本研究で は ，ウ コ ギ葉摂取が

n −STZ ラ ッ トの腸内環境 に 及 ぼ す影響，すなわ ち盲

腸内発酵お よ び糞便排泄に つ い て検討した、さ ら に ウ

コ ギ 葉 に は食物繊維が多く含ま れ る こ と
S1／

を見出 して

お り，ウ コ ギ葉と同量 の 食物繊維を摂取させ て同様に

検 討 を行 っ た ．

　2．実験方法

　（D　 ウ コ ギ 葉粉末 の 調製

　ウ コ ギ葉は平成 14年 6〜7 月 に 米沢市内 で 採取 し，

凍結乾燥 を行 っ た ．そ の 後 ミ ル ミキ サ
ー

で 粉砕 し，以

下 の 実験 に 用 い た ，

　（2，） 動物，飼料お よ び 飼育方法

　動物実験 は総理府告示 の 実験動物 の 飼養 お よ び保管

等 に 関す る 基準 に 従 い ，実験動物 に 対 し十分 に 配慮 し

た 上 で 行 っ た．

　出生後 2 日 目の Wistar系新 生 仔雄 ラ ッ ト に 0．1M

クエ ン 酸緩衝液 （pH 　4．5）に溶か したス トレ プ トゾ ト

シ ン （STZ ，和光純薬   ）を 80　mg ／kgBW を 皮下注

射 し，n・STZ ラ ッ トを作製 した ．対照ラ ッ トに は同

じ く生後 2 囗目の 雄ラ ッ トに 0．1M ク エ ン 酸緩衝液 の

み を等量皮下 に 注射 し た （正 常 ラ ッ ト〉．注射後，1

ケ
ージ 当 た り母親 1 匹 に つ き新生仔ラ ッ ト 7 匹 に調整

して 母乳 で 飼育 した．ラ ッ トは 生後 28 日目 （4週齢）

で 離乳 し，市販 の 固形飼料 （CE −2，日本 ク レ ア製）

お よ び 飲料水 （水道水）を 自由 に 与 えて 生後 56 日 目

（8 週齢）まで 飼育した．8 週齢よ り基本食となる市販

の 粉末飼料 （CE −2，日本 ク レ ア 製）で 1 週間予備飼

育 した後，9 週齢 の n −STZ ラ ッ トを．体重 お よ び 空

腹時血糖値 に 基づ い て 3群 に 分け，投与す る実験飼料

に よ り糖尿 コ ン トロ
ー

ル 群 （Control群 ，　 n ＝7），糖

尿 ウ コ ギ 群 （Ukogi 群 ，　 n ；6），糖尿 食 物 繊 維 群

（Dietary　fiber群，　 n ＝6）と した．また，止常 ラ ッ ト

は 正常 群 （Norma1 群 ，　 n ＝7） と し た ．実験 飼料 は

Table 　l に 示 した もの を各群それ ぞ れ 投与し
，

10 週間

飼育 した．なお，食物繊維 に は，セ ル ロ
ー

ス （オリエ

ン タ ル 酵母工 業   ，木材パ ル プ由来） とペ クチ ン

（関東化学   ，柑橘類由来） を用 い ，ウ コ ギ 食物繊維

量 に相当する割合
ts／

で投与した．

　 ラ ッ ト は 底 が 網 目 の ケ
ー

ジ に 個別 に 入 れ ，室 温 22

〜23℃，湿度 50〜60％，12 時間 の 明暗サ イ ク ル （明

期 ：8 ：00〜20 ：00） の 空調動物 室 で飼育 した．飼料

は一
定量 （20g ／日） を，飲料水は 自由摂取 させ た ．

　実験開始時 お よ び終了時に体重を測定し，糞便は実

験飼料投与後 10週 目 に 回収し測定 した．

　 10週間の 実験飼料投7 を終了 した ラ ッ トを 20 時間

絶食させ ，エ ー
テ ル 麻酔 下 で腹部大動脈か ら全採血 し

た．全 血 は血 中糖化ヘ モ グ ロ ビ ン 値 の 測定に 用 い る と

と もに 遠心 分離 （3，000rpm ，15　min ）後得 られ た血

清は脂質分析に用 い た．さらに 盲腸 を摘出 し，回収 し

た 内容物 は 重量 を測定後，短鎖脂肪酸 お よ び 腸内細菌

叢の分析に用い た，

　（3） 血 中糖化ヘ モ グ ロ ビ ン （HbAiC） お よ び血清 中

　　　脂質の 測定

　 血 中 HbA ，c 値 の 測定は DCA2000HbA ，， カー
トリ ッ

ジ （バ イエ ル メ デ ィ カ ル   ） を用 い た．また 血清中

の総 コ レ ス テ ロ
ー

ル お よび中性脂肪の 測定は それぞれ

コ レ ス テ ロ ール E一テ ス トワ コ
ー

（和光純薬），トリグ

リセ ラ イ ドG一テ ス トワ コ
ー

（和光純薬）を用 い て行 っ

た ．

　〔4｝ 盲腸内 の 短鎖脂肪酸の 分析

　盲腸内容物 に イオ ン 交換水 3m1 を加え懸濁溶解後，
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Table 　 2． Body　 weight 　 gain，　 water 　 intake，　 b上ood 　 HbAle ，　 serum 　 total　 cholesterol 　 and

triglycer［de　levels　of　rats　fed　on 　the　experimental 　diets

Normal Control Uk 〔〕9i

BQdy　weight 　gain 〔g／10　weeks ｝　 73．7± 6．1

 Vater　intake　〔g／dHy）

Bloed 　HbAtc （％）

T−choL 〔mg 〆dP
TG （mg ／dD

28．1± 1．6
2．98士 O．08c

59．6±5．4

114，5土 7．2h

76，0± 5．7　　　　62．7：ヒ3．8

28．3± L7　　　　　26，5± 1，6
3．64土0．lla　　 3．33±O．06h

66．9± 2，0　　　　65．4±4．6

169．  ± 15．sa　　lO7．8± 10．4b

Dietary丘ber

73，0± 5．5

29．4± 1．8
3．42± O．03a・b

61．0± 1．7

124．7± 8．2a

Each 　value 　is　presented 　as 　the　mean ± SE．　a層bValucs 　with 　the　same 　letters　in　a　row 　are 　not 　signi 丘・

cantly 　different　at ρ〈 0．05．

遠心分離 （3，000rpm ，15　min ） した ．上 清 1．5ml に

同量の ク ロ ロ ホ ル ム を 加え除 タ ン パ ク し，水層 を 0．玉5

μ m の 水系 フ ィ ル ターで ろ過 し，短鎖脂肪酸測定用試

料 と した．

　 短鎖脂肪酸 の 測定 は，高速液体 クロ マ トグラ フ （日

立 L−7100） を 用 い て 行 っ た ．分析 条件 は ，カ ラ ム

（GL・C610H −S，7．8　mm × 300　mm ｝，溶離液 lmM 過塩

素酸，カ ラ ム 温 度 60℃，流速 O．5m レ分，検 出波 長

210nm で あ っ た．定量 は各標準短鎖脂肪酸 と 試料中

の 相当す る脂肪酸の エ リ ア 比 で 算出 した ．

　 1：511・盲腸内細菌叢 の 分離
・
同定

　腸内細菌の 分離 ・
同定は光岡の方法

L’

で 行 っ た．試

料 は ラ ッ ト 1 匹 当た り盲腸内容物 LOg を用 い た ．ま

ず肓腸内容物を二 酸化炭素充填下 で ，9ml の 生理的

食塩水 に懸濁後，1ml を採取 して 生 理 的食塩水 で 10

倍に希釈 した．こ の希釈操作を 7 回繰 り返 し た、こ の

希釈 液 を 25，・・1ず つ 13種類 の 選 択 平板 培地 に そ れ ぞ

れ接種し，嫌気性菌は，二酸化炭素を充填した嫌気ジ ャ
ー

に 入れ，37℃ で 48 時間培養 した．通性嫌気性菌お よ

び 好気性菌 は ，そ の ま ま 37℃ で 48 時間培養 した．培

養終了後，各培地上 に出現 した コ ロ ニ
ーを計測 し，コ

ロ ニ
ー

の 色，形状 などの 観察を行 っ た．細菌数 は 盲腸

1g 当た りに 換算 して 算出 した．さらに，出現 した コ

ロ ニ ーをそれぞれ釣菌し，グ ラ ム染色を行い ，顕微鏡

ドで 形態観察を行 っ た後，細菌群の 同定 を 行 っ た，

　（6） 統計処 理

　実験結果は，各実験群 の 平均値土標準誤差で表 した．

各 群 間 の 有 意 差 検 定 は，分 散分 析 に よ る 検定 後

Tukey の 多重比較に よ り行 っ た ．有意差は p 〈 0．05
を統計的に有意 と判定した ，

　 3．実験結果 および考察

　 ，11） 体重増加量，飲水量，血 中 HbA 、c お よ びlill．清

　　　脂質

　各群 の ラ ッ トの 体重 増 加量，飲水量，lflL中 HbA 、c ，

血 中脂質値を Table　2 に示した ．

　 そ の 結果，糖尿 ウ コ ギ群の 体重増加 は糖尿 コ ン トロ ー

ル 群に比 べ て 抑制 され る 傾向 に あ っ たが，各群間で 有

意差 は 認 め られなか っ た．また飲水量 に つ い て も差は

認 め られなか っ た，本研究 で 作 製 し た n −STZ ラ ッ ト

は ，糖尿病特有 の 多飲，多尿 の 症 状 は 示 さ な い もの の，

実験食投与 開始時 の 空腹時血糖 値が， 【E常ラ ッ トの

85．5± 2．4　mg ／dlに 対 し，110．6± 2．2　mg ／dl と有意

に 高 い 値 を 示 し た こ と か ら ，軽度 の 糖尿 病 症 状 を呈 し

て い た と考えられ る 〔実験終 r時の 血糖値 ：正常群

86．2± 1．5mg ／dl，糖尿 コ ン トロ
ー

ル 群 108．9± 5．9

mgfdl ，糖尿 ウ コ ギ群 98．8± 2．Omg ／dl，糖尿食物繊

維 群 102，3± 4．2mg ／dD ．また，実験終 了時 の糖尿

コ ン トロ ー
ル 群 は 過去 の 平均血糖値 を反映す る IM中

HbA ，、値が ，正常群 に 比べ 有意 に 高 い 値 で あ り，血 糖

上昇 が 継続 して い た こ とを示 して い る．一．
方，糖尿 ウ

コ ギ群 と糖尿食物繊維群 の 血 中 HbA ，。 値は，糖尿 コ

ン トロ ー
ル 群 に 比 べ て 低値 を示 した が ，糖 尿 ウ コ ギ 群

の み に 糖尿 コ ン トロ
ー

ル 群 との 間 に有意差が 認め ら れ

た．しか し，糖尿 ウ コ ギ群 と糖尿食物繊維群 との 問に

有意差 が なか っ た こ と か ら，ウ コ ギ 葉 摂 取 に よ る 血 糖

値上昇抑制作用は ウ コ ギ葉 に 含 まれ る 食物繊維 の うち，

セ ル ロ ー
ス と ペ クチ ン が主因で あ る こ とが示唆 された．

　糖尿病 を発症す る と 血 清脂質 が 増加 し．糖尿 病 の 進

行 に伴 っ て 動脈硬化症 を合併す る こ とが知られて い る，

本研究 に おい て も，糖尿 コ ン トロ
ー

ル 群は中性脂肪が

正常群 に比 べ 有意 に高い 値 とな っ て い た．総 コ レ ス テ

ロ ー
ル に つ い て は，有意差は認め られなか っ た が ，高

い 値 を示 した，しか し，糖尿ウ コ ギ 群の 中性脂肪は糖
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Fig．1．　 Fecal　weight 　of 　rats 　fed　on 　the　experimental

　　　 diets
abValues

　with 　the　same 　letters　are 　not　significantly 　differ−

ent 　atP ＜ 0，05．

尿 コ ン トロ
ー

ル 群 に 比べ て有意 に低値を示 し，さ ら に

糖尿食物繊維群よ りも有意に低 い 値 を 示 した こ とか ら，

ウ コ ギ 葉摂取 に よ る 血清脂質改善 に は．ウ コ ギ に 含有

されるセ ル ロ
ー

ス とペ クチ ン 以外の 食物繊維成分やそ

の 他 の 成分 が 関与 して い る もの と推察 さ れ る，こ の 点

につ い ては今後さらに検討する必要がある と思われる．

　（2） 糞便排泄量

　実験飼料投与 10週 目の 糞便排泄量 を Fig．1 に示 し

た．糖尿病症状 を呈す る と しば しば 便秘 また は 下痢 を

引 き起 こ す
］m

こ とが知 られて い る，本研究 にお い て は，

n−STZ ラ ッ トの 3 群 と も に 糞便中 の 水分含量 は 正常

群 と 同様 で あ り，便秘や下痢 を呈す る ラ ッ トは認 め ら

れ な か っ た が ，糖尿 コ ン トロ ール群の糞便重量は 正常

群 に 比 べ て有意差 は な い が低下 して い た ．一
方，糖尿

ウ コ ギ群の 糞便重量は糖尿 コ ン トロ ー
ル 群 に比べ て有

意 に 高 い 値 を示 した．さらに，糖尿 ウ コ ギ群 は糖尿食

物繊維群 よ りも有意 に高値で あ っ た こ とか ら，ウ コ ギ

葉摂取に よる糞便排泄増加 は，ウ コ ギ葉に含有 され る

セ ル ロ
ー

ス とペ クチ ンが主要成分と考えられるが，そ

れ 以外の 食物繊維 の 影響 も示唆 され る ，なお
， 糖尿ウ

コ ギ群 の 糞便 の 色調 は 黒緑 に な り，他群 と比 べ て 特微

的 で あ っ た，こ れ は ウ コ ギ に含有 さ れ る葉緑素と，ポ

リ フ ェ ノ
ー

ル の
一

種，ク ロ ロ ゲ ン 酸 の 酸化 に よ る もの

と推察されるが ， ウ コ ギ葉摂取が糞便排泄成分 に及 ぼ

す影響 につ い ては ，今後 さらに検討する必 要がある．

1．5

秘

碧 1

耄
語

喜
茎
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　 　 　 　 Normai　 　 Gontrol 　 　 　 Ukogi 　 　 Dietary　fiber

Fig．2，　 Contents　 of 　shQrt −chain 　fatty　acids 　in　the

　　　　cecum 　of　rats 　fed　on 　the　experimental 　diets
a’bVa

且ues 　with 　the　same 且etters　are　not　significantly　differ−

ent 　atP ＜ O．05．

　｛3） 盲腸内容物の短鎖脂肪酸含量

　盲腸 内容物 の 短鎖脂肪 酸含量 の 測定結果 を Fig，2

に 示 し た．

　盲腸内容物重量 （g）は，正常群 3．91± 0．68，糖尿

コ ン トロ ー
ル 9e　3．30 ± O．54，糖尿 ウ コ ギ 群 4，53 ± O．32，

糖尿食物繊維群 4，11±0．73 で ，Fig．1 の 糞便排泄量

と 同様 に，糖尿 ウ コ ギ群 で 最 も高値 を示 し，糖尿 コ ン

トロ
ー

ル 群 と比 べ 有意 に高値を示 した．しか し，糖尿

食物繊維群 との 間に有意差 は認 め られなか っ た，

　盲腸内容物 中の 短鎖脂肪酸総量 は，正常群 に 比べ て

糖尿 コ ン トロ ー
ル 群 は 有意 に低値 を示 した ．糖尿 ウ コ

ギ群は ，糖尿 コ ン トロ ー
ル 群お よ び糖尿食物繊維群に

比べ て有意に高値を示 した，

　また ，糖尿 ウ コ ギ群 の 盲腸 内容物 pH は 7．46 ± 0．10

で，他の 3群の pH （正常群 7．52±O，13，糖尿 コ ン ト

ロ
ール 群 7．59± 0．15，糖尿食物繊維群 7．56± 0．07）よ

りも有意差 は な い が低値を示 して い た ．ラ ッ トの 大腸

発酵 の お もな場所 は 盲腸 で あ り，発酵性 の 飼料 を摂取

すると腸内細菌による短鎖脂肪酸産生が促進 し，盲腸

重量 が 増 加す る こ と に よ り糞便重 量 が 増 加す る こ

と
L1）］2）

が 知 られ て い る ．した が っ て ，糖尿 ウ コ ギ 群の

糞便重量が糖尿 コ ン トロ ール群に比べ て高値を示 し て

い た の は ，ウ コ ギ 葉 を 摂 取 し た こ と に よ っ て 腸 内 細 菌

による発酵が進み，盲腸内容物が増加した と推察され

る ．しか し，盲腸 の 内容物重量お よ び短鎖脂肪酸量は，

54 （184）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

ウ コ ギ 葉摂取が 糖尿病 ラ ッ トの 盲腸内発酵お よび糞便排泄に 及ぼ す影響

Table 　3．Viable　cell　count 　in　the　cecum 　of　rats 　fed　on　the 　experimental 　diets

　　　　　　　　　　　　　　　　（Log　CFU 〆g　wet 　cecal 　weight ）

Normal Conrrol UkogiDietary 　fiber

Ente 厂obacte 厂’‘lceae 　　　 7、6± 1．6

加 cr（ノbacillus　　　　　　　9．7± 0．5
Bijidoba（

・terit‘m 　　　　　　9．4± 0．4a

Clo5’ridia 　　　　　　　　　8．8± 1．3

Total　　　　　　　　 lO．1土0．4

7．4± 1．49

，9± Q26
，6± 1．2b

8，0± 2，3

10．2± O．4

7，9 ：ヒ0．8　　　　 8、4± 1．2

10，1± 0．4　　　　9．9± O．2

8．1± 1．6c　　　 8．7 土 1．5a・c

8，3± 1．3　　　　8．5± 1．5

10，3±0，3　　　 10．5±O．6

Each　value 　is　presented 　as 　the　mean ± SE，　a ’b’匸V 註lues　with 　the　same 　letters　in　a
row 　arc 　signi 丘cantly 　different　at　p＜ 0， 5．

糖尿 ウ コ ギ 群 と糖尿食物繊維群 と の 問 に 有意差 が 認 め

ら れ た こ とか ら，ウ コ ギ葉摂取に よ る盲腸内発酵促進

は ，ウ コ ギ葉に 含まれ る セ ル ロ ース とペ ク チ ン お よ び

そ の 他の 食物繊維の 関与 が示唆され る，しか し，本研

究 で 用 い た セ ル ロ ー
ス と ペ クチ ン は，ウ コ ギ葉 由来 で

な い こ とか ら，分子 量，枝分 れ ，構成分子，発酵性 の

違 い が生 じる こ とも予想 され，今後はウ コ ギ葉由来 の

食物繊維 を用 い た検討が必要 で ある と考える．

　 〔窮　腸内細菌叢

　 盲腸内容物 1g 当た りの 腸内細菌の 生菌数を対数で

表 した もの を Table　3 に示した．

　 総 菌数 に つ い て は ，各群 間 で 有意 差 は 認 め ら れ な か っ

たが，糖尿 コ ン トロ ール 群 の Bi．fidobacterium属の菌数

は，正常群 に 比べ 有意 に低値で あ っ た，一
方，糖尿ウ

コ ギ群 と糖 尿 食物 繊 維 群 の β哲doδα（／terium 属 は ，糖 尿

コ ン トロ ー
ル 群に 比較し，菌数が有意に 高値 で あっ た ．

また Lactobacitius属の菌数は糖尿 ウ コ ギ群で 高値を示

した ．こ の こ と か ら ウ コ ギ 葉摂取 に よ っ て 腸
．
内 に お け

る有用菌の 増殖が促進され，産生 された短鎖脂肪酸に

よ っ て 腸内環境 が 改善 され た と推察 で きる，しか し，

糖尿 ウ コ ギ群 と糖尿 食物繊維群 の 腸内細菌叢に有意差

が み られなか っ た こ とから，ウ コ ギ葉摂取 に よる腸内

細菌叢 の 改善 は，ウ コ ギ葉 に 含 まれ る 食物繊維 の うち，

セ ル ロ ース と ペ クチ ン が 主 因で あ る と示唆 さ れ る．

　以 上 の 結果 より，ウ コ ギ葉摂取に より n−STZ ラ ッ

トの 糖尿病症状の 改 善に加えて ，糞便排泄量 の 増加，

盲腸 内の 発酵促進 ，お よ び 菌叢の 改 善が明 ら か に な っ

た．こ れ らの こ とか ら，ウ コ ギ葉摂取に よ り，糖尿病

発 症 に よ っ て 悪 化 して い た 腸 内 環境 が 改 善 した と考 え

られる．こ れは主に ウ コ ギ葉の 食物繊 維による もの と

推察 され る が ，糖尿 ウ コ ギ 群 の 糞便排泄お よ び 短鎖脂

肪酸量 は，糖尿食物繊維群 に 比べ 有意 に 改善 され て い

た こ とか ら，セ ル ロ ー
ス と ペ ク チ ン 以 外 の 食物繊維成

分や ポ リ フ ェ ノー
ル な どの 他 の 成分 が 関与した と考え

ら れ る，した が っ て 今後は ，詳細な ウ コ ギ 成分 の 分析

を行 うと ともに，腸内環境改善作用 に つ い て検討 して

い きた い と考え て い る ．

　 4．要　 　約

　 ウ コ ギ葉摂取が ス トレプ トゾ トシ ン 誘導 2 型糖尿病

ラ ッ トの 腸内環境 に 及ぼ す影響 に つ い て ，盲腸内発酵

お よび糞便排泄に つ い て検討した．投与 した飼料に よ

り，糖尿 コ ン トロ ール群，糖尿ウ コ ギ群，糖尿食物繊

維 （セ ル ロ ース 十 ペ クチ ン 〉 群 お よ び 正 常 群 の 4 群 に

ラ ッ トを群分けし，ウ コ ギの効果を比較検討した．

　1）　糖尿ウ コ ギ群 の 血 中 HbAx 値は，糖尿 コ ン ト

ロ ール 群 に 比 べ 有意 に 低 い 値 を示 した．

　2） 糖尿ウ コ ギ群 の 糞便排泄量は，糖尿 コ ン トロ
ー

ル 群お よ び糖尿食物繊維群に比 べ 有意 に 高くなっ た．

　3＞　 糖尿 ウ コ ギ 群 の 盲腸内短鎖脂肪酸総量 は ，糖尿

コ ン トロ
ー

ル 群および糖尿食物繊維群 より有意に高い

値を示 し，正 常群 とほ ぼ 同程度 で あ っ た．

　4＞　糖尿ウ コ ギ群の 盲腸内Biifidobacterium　ecの 菌数

は糖尿 コ ン トロ ール 群 より有意 に高 い 値 とな っ た．

　以上 の 結果か ら，ウ コ ギ 葉摂取 に よ り糖 尿 病症状 が

改善 され る こ と に 加 え て ，糞便排泄量 も増加 し，腸 内

環境 の 改善が認められた．こ の効果は，ウ コ ギ葉に含

有さ れ る セ ル ロ
ー

ス とペ ク チ ン が主因で あ る が，そ れ

以 外 の 食物 繊 維の 関与 も示唆 さ れ る，

　 な お 本研 究 の 部 は ，平 成 14 年度 山形県 立 米沢女

子短期大学共同研究費によっ て行われた もの です，付

記 して 謝意を表 します．
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